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	1.使用前準備
	(1) 高電圧ジェネレータのサーキットブレーカをONにする。また、ワークステーションのアイソレーショントランスとUPS装置の電源スイッチをONにする。
	(2) コンフォートパッケージを患者テーブルに配置する。
	(3) 圧迫パドルを圧迫アームに取り付ける。
	(4) 生検装置の準備をする。
	2.使用中の操作：画像の取得
	(1) ワークステーションに患者の情報、撮影の条件を入力する。
	(2) 患者を腹臥位の状態で患者テーブルに配置する。患者テーブルの開口部から、検査を行う乳房が出るようにする。
	(3) 圧迫アームを操作し、乳房をX線検出装置と圧迫パドルで挟み込む。
	(4) コントロールハンドル、フットスイッチ等を操作してCアームの位置を調整する。回転方向はCアームハンドルを操作して手動で回転させる 。
	(5) ワークステーションのリモートコントロールを操作してX線を照射する。ワンショットの場合は撮影を終了する。トモシンセシスでスライス画像を得る場合は、±7.5 の位置から画像を複数 撮影する。ステレオペアで乳房組織の生検ガイドを行う場合は、±15  の位置から画像を複数 撮影する。
	3.使用中の操作：生検ガイドを行う場合
	(1) 得られた複数の平面画像をもとに、ワークステーションで関心領域の空間座標（X、Y、Z座標）が計算され、バイオプシーコントロールモジュールに表示される。
	(2) 生検装置を生検装置フォルダにセットする。
	(3) バイオプシーコントロールモジュール又は生検ディバイスノブを操作し、乳房への穿刺を行う。
	(4) 生検装置の穿刺針の位置を確認するため、再度ステレオペア画像の撮影を行う。
	(5) 穿刺針の位置が確認できたら、針の回転方向を決め、乳房組織の採取を行う。

